
 実験系廃棄物分別フローチャート
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血液·血清･体液等を
含む液体

（アスピレーター廃液）

遺伝子組換えに使用
細胞等の付着あり

実験系廃棄物

ここからスタート

ハロゲンを含む

滅菌

固体

無機系
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実験系動物の死体等

実験器具等
容器
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ガラス製

プラスチック製
ゴム・シリコン製
手袋・マスク類
ペーパー類
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遺伝子組換えに使用
細胞等の付着あり

滅菌不可

●●●●●●●●●
●●●●●●●●
遺伝子組換えに使用
細胞等の付着あり

床敷き等
（実験動物の飼育用）

金属製

鋭利な物
注射針、メス等

S2

有機系 生物系実験で
生じたもの

滅菌

滅菌

Hg（無機廃液以外）、Be、Os、TIは、収集区分容器に投入しないこと。

※１．�少量でも有機物を含む場合は、有機系廃棄物として扱うこと。フェリシアン化物、フェロシアン化物を含む場合は、Ⅱ-j
区分として回収すること。

※２．�CRISのバーコードラベルは、回収用紙に貼付すること。一斗缶やガラス瓶は洗浄・乾燥後、油性ペンで「洗浄済」の記
載をし、区分の容器に入れるか、回収拠点・ボックスがある場合は持ち込むこと。各区分の容器に入らない場合は、指定
外として処理依頼すること。

※３．�滅菌できないものはⅢ-b区分へ投入すること。ただし、液状のものは投入しないこと（滅菌後、適切な有機廃液区分へ）。
※４．�培地が付着する等の理由で臭気があるものは、S区分に入れ密閉すること。

【重要】
廃棄物区分の判断がつかない
場合は、自己判断せず、環境 
保全センターにお問い合わせ
ください（内線 73-6204）。


